
うるおいと活力にあふれる田園都市なかのしま
ふ る さ と
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短
冊
に

短
冊
に

願
い
を
込
め
て

　

願
い
を
込
め
て

　７月７日は七夕。そこで、中之島保育所では３日�、子どもたちがお父さんやお母さん、おばあちゃんと一緒に七
夕の飾り付けを行い、保育室や廊下に用意された笹に願いごとを書いた短冊を結びました。願いごとは「かんごふに
なれますように」とか「うんどうかいで一ばんになれますように」といったものがありました。
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�  １２，８９７人　（－１１）
� 　６，３３６人　（－１０）　 � 　６，５６１人（－１）
� 　３，１０３世帯（＋３）

総人口

男 女

世帯数

●固定資産税（第２期）
●公共下水道事業受益者負担金・分担金（第１期）

http://www.town.
nakanoshima.niigata.jp

人口と世帯数　６月末日現在の「住民基本台帳」より（前月比） 今月の納税など（納付には便利な口座振替のご利用を） ホームページアドレス�
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行　　　事　　　等月 日行　　　事　　　等月 日
　

日
�

３１７
月

４カ月児健診�午後１時３０分～�町農村環境改善センター�平成１４年２
月・３月生まれ�１６ページ　合併懇談会�午後７時３０分～�町農村環境
改善センター�６月号２～３ページ

　

日
�

１１

７　
　
　
　
　
　
　

月

１
日
�

８　
　
　
　
　
　
　

月

資源ごみの収集�午前８時まで�上通地区
　

日
�

１２

資源ごみの収集�午前８時まで�中之島地区（真弓・野口を除く）
母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１６ページ

２
日
�

　

日
�

１３

３
日
�

�内科医：石川医院（�６６－２１４０）　�外科医：見附南医院（�６３－４４７７）　硬式テニ
ス大会�午前８時～�町テニスコート　婦人バレーボール大会�午前９時～�町北体
育館　「長山洋子」歌謡コンサート�午後２時～、午後５時３０分～�町民文化センター

　

日
�

１４

�内科医：見附市立病院（�６２－２８００）　�外科医：見附市立病院（�６２
－２８００）　少年球技大会�午前８時～�野球：町野球場・サブグラウン
ド、ミニバスケットボール：町北体育館

４
日
�

町図書館休館日
中之島中学校オープンスクール�午前８時２５分～�中之島中学校�１６ペ
ージ

　

日
�

１５

町図書館休館日５
日
�

基本健康診査など�午後１時３０分～�町農村環境改善センター�６月号
１３ページ

　

日
�

１６

１歳６カ月児健診�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１３年１
月・２月生まれ�１６ページ

６
日
�

粗大ごみの収集�午前８時まで�中之島地区（真弓・野口を除く）
基本健康診査など�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�６月号
１３ページ

　

日
�

１７

元気はつらつ教室�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�５月号
１２ページ

７
日
�

粗大ごみの収集�午前８時まで�上通地区
基本健康診査など�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�６月号
１３ページ

　

日
�

１８

８
日
�

資源ごみの収集�午前８時まで�中通・中野地区　基本健康診査など�
午前９時３０分～�町農村環境改善センター�６月号１３ページ　チェン・
ミン二胡（にこ）LIVE ２００２“My Story”のチケット発売日�１４ページ

　

日
�

１９

資源ごみの収集�午前８時まで�上通地区９
日
�

�内科医：はしもと小児科（�６１－２４００）
�外科医：金井医院（�６２－０１１６）
おはなしひろば�午前１０時～�上通分館 海の日

　

日
�

２０

　

日
�

１０�内科医：村上医院（�６３－４６００）　�外科医：星整形外科医院（�６６－
８８０８）　サンパルコふるさとふれあい夏まつり�午後０時３０分～�サン
パルコなかのしま�１５ページ

　

日
�

２１

�内科医：田�医院（�６２－１１２２）
�外科医：石川医院（�６６－２１４０）
中之島夏まつり�午後３時～�町役場前住宅団地内公園ほか�１０ページ

　

日
�

１１町図書館休館日
基本健康診査など�午前９時３０分～�町農村環境改善センター�６月号
１３ページ

　

日
�

２２

町図書館休館日
なかのしま元気塾（～１３日�）�巻町・青少年研修センター�小学５年
生

　

日
�

１２基本健康診査など�午前９時３０分～�サンパルコなかのしま�６月号１３
ページ

　

日
�

２３

　

日
�

１３粗大ごみの収集�午前８時まで�中通・中野地区
基本健康診査など�午前９時３０分～�町北体育館�６月号１３ページ

　

日
�

２４

　

日
�

１４粗大ごみの収集�午前８時まで�中条・信条・西所・三沼地区、真弓・野口
基本健康診査など�午前９時３０分～�信条小学校�６月号１３ページ
町内小学校親善水泳大会�午前８時５０分～�中之島中央小学校プール

　

日
�

２５

成人式�午前９時３０分～�町民文化センター�昭和５６年４月２日～昭和
５７年４月１日生まれの町内在住者及び出身者�１５ページ

　

日
�

１５資源ごみの収集�午前８時まで�中条・信条・西所・三沼地区、真弓・
野口
基本健康診査など�午前９時３０分～�上通小学校�６月号１３ページ

　

日
�

２６

資源ごみの収集�午前８時まで�中通・中野地区
母子手帳発行・育児サークル�午前９時３０分～�町農村環境改善センタ
ー�１６ページ

　

日
�

１６早朝（おはよう）マラソン大会�午前６時～�中条地区・ＪＡカントリ
ーエレベーター脇一般農道
おはなしひろば�午後２時～�町民文化センター

　

日
�

２７

　

日
�

１７�内科医：内島医院（�６６－２４４６）　�外科医：寺師医院（�６２－０１３７）
町職員（平成１５年度採用）上級試験�午前１０時～�長岡市立南中学校�
６月号１０ページ

　

日
�

２８

�内科医：星野医院（�６２－０９９８）
�外科医：石澤医院（�６２－２５００）
アニメ映画上映会�午後２時～�町民文化センター�１５ページ

　

日
�

１８町図書館休館日
基本健康診査など�午前９時３０分～�上通小学校�６月号１３ページ

　

日
�

２９

町図書館休館日
　

日
�

１９３歳児健診�午後１時～�町農村環境改善センター�平成１１年６月・７
月生まれ�１６ページ

　

日
�

３０

　

平
成
十
三
年
度
か
ら
中

之
島
町
で
は
、
長
岡
市
、

越
路
町
、
三
島
町
、
与
板

町
、
山
古
志
村
及
び
特
定

非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
て
、「
長
岡
地
域
生

活
環
境
情
報
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
事
業
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
６
市

町
村
に
住
む
住
民
の
有
志
の
方
々
が
手
を

取
り
合
い
、
地
域
内
外
の
出
会
い
と
交
流

の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
▼
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ

の
た
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
完
成
し
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
状
況
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

中
之
島
町
か
ら
は
、「
大
口
れ
ん
こ
ん
」

を
取
り
上
げ
、
収
穫
の
も
よ
う
な
ど
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
ホ
ー
ム

h
ttp
://soig

a.

ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、 
   
       
   

com
/

   
 

で
す
。

７月１４日�
　�内 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
　�外 ： 見附南医院 （�６３－４４７７）
７月２０日�
　�内 ： はしもと小児科 （�６１－２４００）
　�外 ： 金 井 医 院 （�６２－０１１６）
７月２１日�
　�内 ： 村 上 医 院 （�６３－４６００）
　�外 ： 星整形外科医院 （�６６－８８０８）
７月２８日�
　�内 ： 内 島 医 院 （�６６－２４４６）
　�外 ： 寺 師 医 院 （�６２－０１３７）

８月４日�
　�内 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
　�外 ： 見附市立病院 （�６２－２８００）
８月１１日�
　�内 ： 田 � 医 院 （�６２－１１２２）
　�外 ： 石 川 医 院 （�６６－２１４０）
８月１８日�
　�内 ： 星 野 医 院 （�６２－０９９８）
　�外 ： 石 澤 医 院 （�６２－２５００）
８月２５日�
　�内 ： 山 喜 医 院 （�６２－０６４６）
　�外 ： 貝瀬皮膚科 （�６６－８１００）

編後
集記

休日在宅当番医のお知らせ　■内 ：内科医　■外 ：外科医

こ
の
広
報
紙
は
環
境
保
護
の
た
め
古
紙
配
合
率　

％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

１００



広報なかのしま ２００２．７月号 �

「
住
民
票
の
写
し
」

の
添
付
が
省
略
可
能

　

八
月
五
日
�
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
第

一
次
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
市
区
町
村
ご
と
に

保
有
し
て
い
る
本
人
確
認
情
報
（
住
民

票
）
を
他
の
行
政
機
関
に
提
示
す
る
こ
と

で
す
。

◆
提
示
す
る
本
人
確
認
情
報

○
氏
名

○
生
年
月
日

○
性
別

○
住
所

○
住
民
票
コ
ー
ド

○
右
記
五
項
目
の
変
更
情
報

　

こ
れ
ま
で
行
政
機
関
へ
申
請
・
届
出
を

八
月
五
日
�
か
ら

〔
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
〕
ス
タ
ー
ト

　
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
市
区
町
村
が
行
う
各
種
行

政
の
基
礎
で
あ
る
住
民
基
本
台
帳
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
り
、「
氏
名

・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
」
の
４
情
報
、
住
民
票
コ
ー
ド
と
こ
れ
ら
の

変
更
情
報
に
よ
り
、
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を
行
う
た
め
の
地
方
公
共
団

体
（
都
道
府
県
・
市
区
町
村
な
ど
）
共
同
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
民
負

担
の
軽
減
と
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
国
・
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
た
行
政
改

革
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
」
は
、
全
国
共
通
の
本
人
確
認
を
可

能
と
す
る
地
方
公
共
団
体
共
同
の
シ
ス
テ

ム
で
、
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
を
実
現

す
る
た
め
の
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
行
政
機
関
（
国
・
都
道
府
県
・

市
区
町
村
な
ど
）
で
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
の
各
種
届
出
・
申
請
な
ど
の
際
に
、

提
出
を
お
願
い
し
て
い
た
「
住
民
票
の
写

し
」
の
代
わ
り
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
か
ら
氏
名
、
生
年
月
日
、
性
別
、
住

所
な
ど
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、「
住
民
票
コ
ー
ド
」
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
情
報
を
正
確

・
迅
速
に
取
り
出
す
た
め
に
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
中
之
島
町
で
は
八
月
下
旬
こ
ろ
、

各
ご
家
庭
へ
通
知
す
る
予
定
で
す
。

　

通
知
さ
れ
た
「
住
民
票
コ
ー
ド
」
は
今

後
、
行
政
機
関
へ
の
届
出
・
申
請
の
際
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 ●問い合わせ先●

町民課
（�61－2014）

八
月
五
日
�
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

〔
第
一
次
サ
ー
ビ
ス
〕

� 広報なかのしま ２００２．７月号

行
う
場
合
に
、
多
く
の
手
続
き
で
住
民
票

の
写
し
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
が
稼
働
す
る
と
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら

本
人
を
確
認
す
る
情
報
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
住
民
票
の
写
し
を
取
り
に
い
っ
た

り
、
証
明
を
受
け
に
い
っ
た
り
す
る
負
担

が
軽
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
側
で
も
常
に
最
新
で
正
確

な
居
住
情
報
、
生
存
情
報
な
ど
を
確
認
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
年
金
の
過
払
い

の
防
止
な
ど
、
公
平
で
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
」

の
基
盤
に

　

平
成
十
三
年
三
月
、
国
は
「
ｅ

－

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
」
な
ど
を
策
定
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
で
は
、
平
成
十
五
年
度
ま

で
に
住
民
な
ど
が
行
政
機
関
へ
申
請
・
届

出
を
行
う
際
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
は
、
常
に
最
新
で
正
確
な
本
人
確
認
情

報
を
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
こ

れ
ら
の
申
請
・
届
出
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に

当
た
っ
て
は
、
必
要
不
可
欠
な
基
盤
と
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

用語の説明

■住民基本台帳／市町村において、住民の居住関係の公

証（住民票の写しの交付など）、選挙人名簿の登録、

その他の住民に関する事務処理の基礎となる台帳。

■住民基本台帳ネットワークシステム／市町村の区域を

越えた、住民基本台帳に関する事務の処理や国の行政

機関などに対する本人確認情報の提供を行うための全

国規模のネットワークシステム。

■本人確認情報／住民基本台帳ネットワークシステムに

おいて、都道府県、指定情報処理機関に記録・保存。

国の行政機関などに提供される情報は、①氏名②生年

月日③性別④住所⑤住民票コード⑥付随情報に限られ

る。

■住民票コード／国民一人ひとりに割り振られた番号で、

今年8月5日以降、住民票に新たに「住民票コード」

が記載される。なお、「住民票コード」は、民間が使

用することを法律で禁止。

国の行政機関など
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住
民
基
本
台
帳
の
効
率
化

　

現
在
、
住
民
票
の
写
し
の
交
付
は
、
今

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
や
限
ら
れ
た
市
区

町
村
間
の
み
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
中

之
島
町
に
お
住
ま
い
の
方
は
、
中
之
島
町

役
場
で
し
か
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
後
は
、
本
人
や
世
帯
の
住
民
票
の
写

し
の
交
付
が
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
全
国
ど
こ
の
市
区

町
村
で
も
可
能
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
お

住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
市
区
町
村
以
外
で

住
民
票
の
写
し
を
受
け
る
場
合
は
、
戸
籍

の
筆
頭
者
の
氏
名
、
本
籍
地
は
記
載
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
は
他
の
市
区
町
村
へ
引
っ

越
す
場
合
、
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
た
市

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
は
、
法
律
や
技
術
面
、
運
用
面
か
ら
万

全
の
個
人
情
報
保
護
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
。

◆
法
律
に
よ
る
保
護
対
策

○
保
有
す
る
本
人
確
認
情
報
は
、「
氏
名

・
生
年
月
日
・
性
別
・
住
所
・
住
民
票
コ

ー
ド
・
こ
れ
ら
の
変
更
情
報
」
に
限
定

○
シ
ス
テ
ム
か
ら
本
人
確
認
情
報
の
提
供

を
行
う
行
政
機
関
や
利
用
事
務
に
つ
い

て
は
、
具
体
的
に
規
定
さ
れ
、
目
的
外

利
用
は
禁
止

○
民
間
部
門
の
住
民
票
コ
ー
ド
の
利
用
を

禁
止

○
関
係
職
員
な
ど
に
対
す
る
「
安
全
確
保

措
置
」
及
び
「
秘
密
保
持
」
の
義
務
付

け
。
な
お
、
関
係
職
員
な
ど
が
秘
密
を

も
ら
し
た
場
合
は
、
通
常
よ
り
重
い
罰

区
町
村
へ
転
出
届
を
行
い
、
転
出
証
明
書

の
交
付
を
受
け
た
後
、
転
入
市
区
町
村
で

転
入
届
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
が
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
の

交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
、
転
出
証

明
書
の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
な
く
、
転

入
市
区
町
村
で
必
要
な
住
民
票
情
報
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
転
送
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
一
定
の
事
項
を
記
入
し
た
転
出

届
を
、
郵
送
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」

に
よ
り
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
ま
す

　
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
は
、
情
報

が
も
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
対
策
を
施

し
た
、
極
め
て
安
全
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
用

い
る
予
定
で
す
。
な
お
、
カ
ー
ド
は
希
望

に
よ
り
市
区
町
村
長
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
持
つ
こ

と
に
よ
り
、
引
っ
越
し
の
場
合
の
手
続
の

簡
略
化
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
他
の
市

区
町
村
で
住
民
票
の
写
し
の
交
付
を
受
け

る
場
合
や
行
政
機
関
な
ど
に
申
請
・
届
出

を
行
う
場
合
、
こ
の
カ
ー
ド
に
よ
り
確
実

な
本
人
確
認
が
で
き
る
た
め
、
迅
速
な
手

続
き
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
は
、

顔
写
真
付
と
顔
写
真
な
し
の
２
種
類
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き

ま
す
。
顔
写
真
付
を
希
望
さ
れ
た
場
合
は
、

個
人
の
証
明
書
と
し
て
も
ご
利
用
で
き
ま

す
。

〔
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
〕の

万
全
な
個
人
情
報
保
護
対
策

中之島町役場町民課
新潟県南蒲原郡中之島町大字中之島７８８番地
０２５８－６１－２０１４

新潟県南蒲原郡中之島町大字○○○△△番地

中之島町

中之島町

来
年
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
予
定
の

〔
第
二
次
サ
ー
ビ
ス
〕
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則
規
定
を
適
用

○
指
定
情
報
処
理
機
関
へ
毎
年
、
行
政
機

関
へ
の
本
人
確
認
情
報
の
提
供
状
況
の

公
表
を
義
務
付
け

○
自
分
の
本
人
確
認
情
報
に
つ
い
て
は
、

開
示
請
求
や
訂
正
の
申
し
出
が
可
能

◆
技
術
面
か
ら
の
保
護
対
策

○
外
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
不
正
侵
入

や
情
報
の
漏
え
い
を
防
止

　

・
安
全
性
の
高
い
専
用
回
線
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築

　

・
通
信
デ
ー
タ
の
暗
号
化

　

・
不
正
ア
ク
セ
ス
防
止
の
た
め
の
侵
入

検
知
装
置
（
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
・

Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
の
設
置

　

・
通
信
相
手
と
な
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

の
相
互
認
証

○
シ
ス
テ
ム
操
作
者
の
目
的
外
利
用
を
防

止

　

・
操
作
者
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
パ
ス
ワ
ー

ド
な
ど
に
よ
る
厳
重
な
確
認

　

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る

デ
ー
タ
へ
の
接
続
制
限

　

・
不
審
な
操
作
パ
タ
ー
ン
の
常
時
監
視

　

・
デ
ー
タ
通
信
の
履
歴
管
理
及
び
操
作

者
の
履
歴
管
理

　

・
使
用
記
録
（
ロ
グ
）
の
取
得
及
び
定

期
的
監
査

◆
運
用
面
か
ら
の
保
護
対
策

○
指
定
情
報
処
理
機
関
に
お
い
て
「
本
人

確
認
情
報
保
護
委
員
会
」
を
設
置
。
本

人
確
認
情
報
の
保
護
に
関
す
る
事
項
を

調
査
・
審
議
し
、
必
要
に
応
じ
て
意
見

を
指
定
情
報
機
関
に
述
べ
る
こ
と
の
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
。
さ
ら
に
、
都

道
府
県
に
お
い
て
も
同
様
の
本
人
確
認

情
報
の
保
護
に
関
す
る
審
議
会
を
設
置

○
市
町
村
、
都
道
府
県
及
び
指
定
情
報
処

理
機
関
に
お
い
て
苦
情
を
適
切
か
つ
迅

速
に
処
理

○
緊
急
時
対
応
計
画
を
策
定
し
、
不
測
の

事
態
に
迅
速
に
対
応

用語の説明

■住民基本台帳カード／住民基本台帳ネットワークシステムを利用する際に

提出するカード。交付を受けるには、住所地の市町村長へ申請。顔写真付

と顔写真なしの2通りがあり、申請時に選択する。なお、有効期限は１０年

間で、顔写真付を希望する２０歳未満の方は有効期限が5年間。

■指定情報処理機関／都道府県の「本人確認情報」の処理の一部を行うため、

総務大臣により指定された機関。都道府県は「本人確認情報」の処理事務

の一部を指定情報処理機関に委任することができる。平成１１年１１月、指定

情報処理機関として財団法人地方自治情報センター（LASDEC）が指定さ

れた。

■操作者用ＩＣカード／住民基本台帳ネットワークシステムの業務を行おう

とするとき、操作する人が本人がどうかを認証・識別できるＩＣカード。

■相互認証／カード利用時にシステム間の「公開鍵暗号方式」による相互の

認証を行うこと。なお、「公開鍵暗号方式」とは、暗号文を作るときと、

暗号文を解読するときに異なる鍵を使用する暗号方式。一方の鍵を秘密に

しておいて、他方の鍵を公開することができる。

人権擁護委員に
星野昭治さんが再任
みなさんお気軽にご相談を

　６月１日付けで、星野昭治さん

（中条中）が人権擁護委員に再任さ

れました。

　任期は、平成１７年５月３１日までの

３年間で、この間、人権擁護活動に

ご尽力いただくことになります。

　人権擁護委員は、各市町村の地域

住民の中にあって人権擁護活動を行

う方々で、中之島町には３名の委員

がおられます。

　家庭内や近隣とのもめごと、心配

ごと、人権の侵害など幅広い分野に

わたって住民のみなさんの人権相談

に応じています。

　相談は無料で、秘密はかたく守ら

れますので、お困りのことなどがあ

りましたら、お気軽にご相談くださ

い。

◆中之島町の人権擁護委員

　○星野　昭治さん（中条中）

　○久保　朋�さん（中之島第三）

　○蓮池ハナエさん（大曲戸）

星
野　

昭
治 
さ
ん

（
中
条
中
）
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市町村合併に
関するご意見をお寄せください。
窓口：企画課（�61－2011）

住
民
の
意
見
を　

反
映
す
る
た
め
に

　

中
之
島
町
が
研
究
会
に
参
加
し

て
い
る
長
岡
地
域
の
八
市
町
村
が
、

仮
に
市
町
村
合
併
す
る
と
し
た
場

合
、
合
併
し
た
後
の
市
の
面
積
は

約
八
百
八
平
方
㌔
㍍
と
な
り
、
現

在
の
中
之
島
町
の
二
十
倍
近
い
大

き
さ
に
広
が
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
中
に
は
、
き
め
細
か
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
な
く
な
る
の
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
心
配
を
さ
れ
て

い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
歴
史
や
文

化
、
伝
統
な
ど
が
失
わ
れ
て
い
く

の
で
は
な
い
か
、
と
い
っ
た
こ
と

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
課
題
を
克
服
す
る

に
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
の
み
な

さ
ん
の
声
を
十
分
に
聞
く
体
制
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
審
議
会
の
設
置

　

こ
の
た
め
、
今
回
の
首
長
会
議
、

助
役
会
議
で
は
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
声
を
十
分
に
聞
く
体
制
づ
く

り
を
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
合
併
後
も
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
地
域
の
文
化
な
ど
を

守
っ
て
い
く
た
め
に
、「
地
域
審

議
会
」
の
設
置
が
合
意
さ
れ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
議
会
議
員
の
特
例
措

置
の
活
用
や
支
所
機
能
の
充
実
、

地
域
振
興
策
の
活
用
、
行
政
と
住

民
自
治
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
、
行

政
へ
の
市
民
参
加
な
ど
、
こ
れ
ら

の
方
法
や
制
度
に
つ
い
て
、
話
し

合
い
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、「
地
域
審
議
会
」
が
担

う
役
割
や
設
置
方
法
に
つ
い
て
は
、

今
後
引
き
続
い
て
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

地
域
審
議
会
と
は

　
「
地
域
審
議
会
」
と
は
、
国
の

法
律
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
る
機

関
で
、「
合
併
前
の
区
域
の
立
場

に
立
っ
て
、
合
併
市
町
村
が
行
う

当
該
地
域
の
区
域
の
事
務
に
関
し
、

合
併
市
町
村
の
長
に
対
し
て
意
見

を
述
べ
る
付
属
機
関
」
と
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
各
地
域
に
創
設
さ
れ
、

合
併
市
町
村
の
施
策
全
般
に
対
し

て
よ
り
き
め
細
か
な
意
見
を
反
映

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
は
、
合
併
前
の
市
町
村
の

区
域
に
お
け
る
住
民
代
表
や
議
員

な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

設
置
期
間
は
、
合
併
後
の
市
町

村
の
道
路
整
備
や
公
共
施
設
の
設

置
な
ど
を
計
画
す
る
「
市
町
村
建

設
計
画
」
の
期
間
で
あ
る
、
十
年

間
と
す
る
地
域
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。

■
具
体
的
な
活
動
内
容

○
合
併
市
町
村
の
長
の
諮
問
に
応

じ
意
見
を
述
べ
る
こ
と

・
市
町
村
建
設
計
画
の
変
更
・
執

行
状
況
に
つ
い
て

・
当
該
区
域
を
単
位
と
す
る
地
域

振
興
の
た
め
の
基
金
の
運
用
に

つ
い
て

・
各
種
計
画
の
策
定
・
変
更
に
関

す
る
こ
と 

な
ど

○
必
要
に
応
じ
合
併
市
町
村
の
長

に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

・
公
共
施
設
の
設
置
・
管
理
運
営

に
つ
い
て

・
福
祉
・
廃
棄
物
処
理
・
消
防
な

ど
の
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い

て

な
ど

地
域
の
個
性
を
尊
重
す
る
に
は

　

六
月
十
日
�
、
中
之
島
町
に
お
い
て
「
長
岡
地
域
市
町
村
合
併
研

究
会
助
役
会
議
」
が
、
六
月
二
十
四
日
�
、
山
古
志
村
に
お
い
て

「
同
研
究
会
首
長
会
議
」
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
場
で
は
、
合
併
す
る
と
し
た
場
合
、「
地
域
の
伝
統
や
文
化

な
ど
が
失
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
心
配
を
ど
う
克
服
す

る
か
に
つ
い
て
、
検
討
し
ま
し
た
。

●
イ
メ
ー
ジ
図
●

市
町
村
合
併

シ
リ
ー
ズ

４

在任特例�
定数特例�

地域�
審議会�

住民提案�
制度の�
活性化策�

支所�

行政�

地域特性�

パートナー�
シップ�

地域振興策�

支所機能�
ネットワーク�
充実�

住民参加の�
仕組み構築�

各種コミュニティ組織�
住民自治組織�
企業　ＮＰＯ�

文化・祭�
地場産業�

コミュニティビジネス�

地域課題への住民の自主的な取り組み�
合併後の住民一体性の確保�

議会�
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町
農
業
委
員
会
委
員
の

推
薦

　

町
議
会
か
ら
町
農
業
委
員
会
委

員
に
、
次
の
三
名
の
方
々
が
推
薦

さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

・
佐
々
木　

清　

一
（
赤
小
沼
）

・
石　

田　

元　

治
（
中
条
中
）

・
野　

上　

富
三
郎
（
大
曲
戸
）

町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任

　

町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
に
吉
田
一
爲
氏
（
中
条
新
田

第
三
）
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
平
成
十
四
年
七
月
二
十
日

〜
平
成
十
五
年
九
月
三
十
日
ま
で

で
す
。

財
産
（
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
用

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
）の

取
得

　

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
機
器
を
次
の
と
お
り
取
得
し
ま

し
た
。

○
財
産
名
／
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
機
器
一
式

○
契
約
金
額
／
九
八
四
万
九
、
〇

〇
〇
円

○
契
約
方
法
／
随
意
契
約

○
契
約
の
相
手
方
／
株
式
会
社
Ｂ

Ｓ
Ｎ
ア
イ
ネ
ッ
ト
長
岡
支
社

条
例
・
規
則
の
改
正

　

次
の
条
例
・
規
則
が
一
部
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

○　

税
条
例
（
専
決
処
分
）

○　

町
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付

に
関
す
る
条
例

○　

国
民
健
康
保
険
税
条
例

○　

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例

○　

町
議
会
会
議
規
則

平
成
十
三
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

（
専
決
処
分
）

　

四
九
四
万
六
千
円
を
追
加
、
総

額
五
一
億
六
、
九
九
一
万
七
千
円

と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
（
単
位：

万

円
。
△
は
減
額
。）。

〔
歳
入
〕

・
地
方
交
付
税 

三
、
八
三
一

・
農
林
水
産
業
費
県
補
助
金五

五
六

・
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

△　

四
、
〇
〇
〇

〔
歳
出
〕

・
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
農
業

生
産
総
合
対
策
事
業
費
補
助
金

五
五
六

平
成
十
四
年
度

各
会
計
補
正
予
算

○
一
般
会
計

　

九
、
二
七
三
万
五
千
円
を
追
加
、

総
額
五
一
億
一
、
六
七
三
万
五
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
（
単
位：

万
円
。）。

〔
歳
入
〕

・
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

一
、
三
八
〇

・
老
人
保
健
特
別
会
計
繰
入
金

八
六
五

・
前
年
度
繰
越
金 

二
、
二
三
六

・
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
債

四
、
五
〇
〇

〔
歳
出
〕

・
町
道
維
持
修
繕
工
事
請
負
費

二
、
二
〇
〇

・
町
道
融
雪
施
設
工
事
費
補
助
金

九
一
〇

・
町
道
改
良
工
事
請
負
費

五
、
〇
〇
〇

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

二
万
四
千
円
を
追
加
、
総
額
七

億
一
、
一
二
七
万
五
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

○
老
人
保
健
特
別
会
計
（
専
決
処

分
）

　

一
、
四
一
七
万
一
千
円
を
追
加
、

総
額
一
一
億
六
、
三
四
九
万
三
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
補
正
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
（
単
位：

万
円
。）。

〔
歳
入
〕

・
医
療
費
国
庫
負
担
金 

八
六
七

〔
歳
出
〕

・
一
般
会
計
繰
出
金 

八
六
五

・
前
年
度
繰
上
充
用
金 

五
二
九

○
介
護
保
険
特
別
会
計

　

二
七
万
八
千
円
を
追
加
、
総
額

五
億
三
、
六
三
二
万
九
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

請
願
（
採
択
分
の
み
）

○　

適
正
規
模
の
少
人
数
学
級
の

実
現
を
は
じ
め
と
す
る
教
職
員

定
数
増
、
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
現
行
維
持
等
を
求
め

る
請
願

○　

准
看
護
師
か
ら
看
護
師
へ
の

移
行
教
育
の
早
期
実
現
を
求
め

る
請
願

そ
の
他

　

中
之
島
町
が
構
成
員
と
な
っ
て

い
る
次
の
一
部
事
務
組
合
の
規
約

が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

○　

新
潟
県
町
村
人
事
事
務
組
合

○　

新
潟
県
町
村
職
員
退
職
手
当

組
合

○　

新
潟
県
消
防
団
員
等
公
償
組

合

　

道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
で
ゆ
き
と
ど
い
た
医
療
・

看
護
を
実
現
す
る
診
療
報
酬
の
緊

急
再
改
定
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
定
例
議
会
が
六
月
十
九
日
�
か
ら
三
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
、

二
十
一
日
�
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
の
ほ
か
、
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
や
町

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
な
ど
十
九
議
案
に
つ
い
て
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

町
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦
な
ど

十
九
議
案
を
可
決

6月
町議会報告
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現
在
の
児
童
扶
養
手
当
は
、
受

給
者
の
収
入
に
応
じ
て
、
手
当
額

が
２
段
階
（
全
部
支
給‥

月
額
４

万
２
、
３
７
０
円
、
一
部
支
給‥

月
額
２
万
８
、
３
５
０
円
）
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
、
全
部
支
給
及
び
一
部

支
給
の
所
得
の
範
囲
が
変
わ
り
、

一
部
支
給
の
手
当
額
に
つ
い
て
は
、

所
得
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
定
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

所
得
制
限
限
度
額
と

手
当
額
を
見
直
し

　

現
在
は
、
母
と
子
ど
も
一
人
の

母
子
世
帯
を
例
に
と
る
と
、
収
入

が
２
０
４
万
８
千
円
未
満
の
場
合
、

全
部
支
給
額
の
月
額
４
万
２
、
３

７
０
円
を
支
給
。
収
入
額
２
０
４

万
８
千
円
以
上
３
０
０
万
円
未
満

の
場
合
、
一
部
支
給
額
の
月
額
２

万
８
、
３
５
０
円
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
が
全
部
支
給
や
一
部
支
給

を
行
う
際
の
所
得
制
限
限
度
額
が

変
わ
る
と
と
も
に
、
一
部
支
給
の

額
が
収
入
に
応
じ
て
き
め
細
か
く

設
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
所
得
制
限
限
度
額
に
つ
い

て
は
、
母
と
子
ど
も
一
人
の
母
子

世
帯
を
例
に
と
る
と
、
収
入
額
１

３
０
万
円
未
満
の
場
合
は
全
部
支

給
。
１
３
０
万
円
以
上
３
６
５
万

円
未
満
の
場
合
は
一
部
支
給
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
支
給
額
に
つ
い

て
は
、
全
部
支
給
額
は
こ
れ
ま
で

と
同
額
の
月
額
４
万
２
、
３
７
０

円
。
一
部
支
給
額
は
、
収
入
に
応

じ
て
月
額
１
万
円
〜
４
万
２
、
３

６
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
人
員
が
異
な
る
と

こ
れ
ら
の
限
度
額
は
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
実
際
の
所
得
制
限
や
そ
の

際
の
手
当
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
、

収
入
か
ら
一
定
の
控
除
を
行
っ
て

計
算
さ
れ
る
額
（「
所
得
」）
に
基

づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
必
ず
し
も
右
記
の
額
と
は
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

所
得
の
範
囲
な
ど
を

見
直
し

　

児
童
扶
養
手
当
を
請
求
す
る
方

が
母
親
の
場
合
、
所
得
の
範
囲
に

つ
い
て
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
養
育

者
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
）。

●
母
が
そ
の
監
護
す
る
児
童
の
父

か
ら
、
そ
の
児
童
に
つ
い
て
扶

養
義
務
を
履
行
す
る
た
め
の
費

用
と
し
て
受
け
取
る
金
品
な
ど

に
つ
い
て
、
そ
の
金
額
の　

％
８０

8
月
か
ら

 
児
童
扶
養
手
当
の
手
当
額
と

 
所
得
制
限
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

　

母
子
家
庭
な
ど
に
対
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
「
児
童
扶
養
手
当
制
度
」
が
、
今
年
８
月
か
ら
改

正
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
児
童
扶
養
手
当
は
、
収
入
に
応
じ
て
手
当
額
が
２
段
階
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
収
入
が

増
え
て
も
、
収
入
と
手
当
の
合
計
額
が
か
え
っ
て
減
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
就
労
な
ど
に
よ
り
収
入
が
増
え
た
場
合
、
手
当
を
加
え
た
総
収
入
が
な
だ

ら
か
に
増
え
て
い
く
よ
う
、
手
当
額
が
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 ●問い合わせ先●

保健福祉課
（�61－2016）
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（
１
円
未
満
四
捨
五
入
）
を
所

得
と
し
て
取
り
扱
い

●
従
来
、
収
入
か
ら
控
除
し
て
い

た
寡
婦
控
除
、
寡
婦
特
別
加
算

は
控
除
せ
ず

　

ま
た
、
請
求
者
（
母
ま
た
は
養

育
者
を
問
わ
ず
）
が
特
別
障
害
者

控
除
を
受
け
て
い
る
場
合
の
控
除

額
が　

万
円
か
ら　

万
円
に
引
き

３５

４０

上
げ
ら
れ
ま
す
。

無
利
子
の
貸
付
を
実
施

　

今
回
の
見
直
し
に
伴
い
、
生
活

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
現

在
、
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
で
手
当
額
が
減
額
と
な
る

方
を
対
象
に
、
母
子
福
祉
資
金
貸

付
金
に
新
た
な
貸
付
金
（
特
例
児

童
扶
養
資
金
）
を
設
置
。
無
利
子

の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
貸
付
金
に
つ
い
て
、

貸
付
申
請
時
に
保
証
人
を
得
る
こ

と
が
困
難
な
場
合
、
特
例
的
に
貸

付
額
の
累
積
額
が
５
万
円
に
達
す

る
ま
で
、
保
証
人
を
猶
予
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

実
施
時
期

　

今
回
の
見
直
し
は
、
今
年
８
月

か
ら
実
施
し
ま
す
。
手
当
の
実
際

の
支
払
い
は
、
８
月
分
〜　

月
分

１１

ま
で
の
４
カ
月
分
を
ま
と
め
て　
１２

月
に
行
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

新
し
い
制
度
に
よ
る
手
当
の
支
給

は
、　

月
支
給
分
か
ら
と
な
り
ま

１２

す
。　

ま
た
、
毎
年
の
現
況
届
な

ど
の
記
載
事
項
も
変
わ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

７月は
「社会を明るくする運動」

強調月間
　７月は「社会を明るくする運動」強

調月間です。

　この運動は、すべての国民が犯罪や

非行の防止と罪を犯した人たちの更生

について理解を深め、それぞれの立場

において力を合わせ、犯罪や非行のな

い明るい社会を築こうとする全国的な

運動です。

　今年度の重点目標は「犯罪や非行を

防止し、罪を犯した人や非行をした少

年の更生を支え、人々が支え合って生

きていく明るい地域づくりに参画す

る」です。

　罪を犯した人や非行に陥った少年の

更生と社会復帰については、法務省を

中心とした行政機関が携わっています。

しかしながら、これらの人々が更生す

る場は地域社会であり、その更生と社

会復帰には、本人の強い意志とともに、

地域社会などの理解と協力が不可欠で

す。

　また、家庭や地域から犯罪や非行を

出さないためには、家庭における親子

や地域住民同士のふれあい・対話が大

切です。

◆統一標語

　「ふれあいと　対話が築く

明るい社会」

◆第５２回「社会を明るくする運動」

　標語一般募集入賞作品

○最優秀賞

　「あやまちに　気付く勇気と

やめる意志」

○優秀賞

　「過ちは　二度とさせない

社会の輪」

　「見つめよう　歩いた道より

進む道」

○特別賞

　「信じてる　君のがんばり

立ち直り」

総
収
入�

就労などの収入�

１８１万円�

２３８万円�

２８０万円�

３２２万円�
３７７万円�

就労などの収入�

総収入（就労などの収入と手当の合計）�

１３０�０� ２００� ２５０� ３００�３６５� （万円）�

（万円）�

月額４２，３７０円�

（年額約５１万円）�

月額１万円�

（年額１２万円）�手
当�

就
労
な
ど
の
収
入�

児童扶養手当の給付水準（母と子ども一人の世帯）
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��������

�������

��������
　７月１９日�までに中之島夏まつ

り実行委員会事務局（企画課内　

TEL６１－２０１１・FAX６６－２２３８）へお

申し込みください。

　なお、中之島夏まつり実行委員

会では、みなさんからの協賛金を

募っています。お問い合わせは事

務局（企画課内）まで、お願いし

ます。

�����������

����������� ���

模擬店・フリーマーケット

●とき／午後３時～９時（閉店時間

は自由）

●ところ／役場前住宅団地内公園

●区画／１区画180㎝×270㎝

●参加費／１区画当たり1、000円

●その他／職業としている方は、出

店不可

落書き大会・
お楽しみジャンケン大会

●とき／午後３時30分～３時50分

●ところ／町道中之島線

●その他／お楽しみジャンケン大会

には、豪華賞品あり

ミニ自転車タイム
トライアルレース

●とき／午後４時～４時40分

●コース／町道中之島線。長さは

50ｍ

●対象者／中学生以上

●その他／飛び入り大歓迎。豪華賞

品あり

子供（こども）みこし

●とき／午後５時～５時30分

●ところ／町道中之島線

路上ライブ

●とき／午後３時～５時

●ところ／町道中之島線

太鼓の競演・
神輿渡御（みこしとぎょ）

●とき／午後６時50分～９時

●ところ／町道中之島線

●参加予定団体／和太鼓「響」、長

岡悠久太鼓、町内合同みこし、天

風會（てんぷうかい）みこし、越

後三島みこし会、下沼新田俵みこ

し

大民踊流し

●とき／午後７時～９時

●ところ／町道中之島線

●その他／踊る民踊は「中之島音

頭」と「大新潟音頭」

����

�������

����������� ����� ���������

�������� ��������������������������
����������������

イベント内容

��広報なかのしま ２００２．７月号

介護保険での日常生活の
負担を軽減するサービス
問い合わせ先　保健福祉課 �61－2016

　介護保険では、日常生活の

負担を軽減するために次のサ

ービスを行っています。

 住宅改修費の支給
　手すりの取付けなど、次の住宅

改修を行った場合に、その費用を

支給するもので、屋外部分の改修

工事も給付の対象になります。

　なお、自己負担額は実際にかか

った費用の１割で、一つの住居に

つき、２０万円が上限となります。

　この際、利用者は、いったん購

入先にかかった費用を全額支払っ

ていただきます。その後、町に請

求していただくと、町からかかっ

た費用の９割が指定の口座に振り

込まれることになります。

◆該当する住宅改修

○手すりの取付け

○床段差の解消

○滑りの防止及び移動の円滑化な

どのための床材の変更

○引き戸などへの扉の取替え

○洋式便器などへの便器の取替え

など

 福祉用具の貸与
　日常生活の自立を助けるために、

次の福祉用具を貸与するサービス

です。

　なお、サービスを受ける際の自

己負担額は実際にかかった費用の

１割で、月々の利用限度額の範囲

内において、介護保険の適用を受

けることができます。

◆該当する福祉用具

○車いす

○車いす付属品

○特殊寝台

○特殊寝台付属品

○じょく 瘡 予防用具
そう

○体位変換器

○手すり

○スロープ

○歩行器

○歩行補助つえ

○ 痴  呆 性老人はいかい感知機器
ち ほう

○移動用リフト（つり具の部分を

除く）

 

　入浴または排せつなどのために

使用する、次の福祉用具を購入し

た場合に、その費用を支給するも

のです。

　なお、自己負担額は実際にかか

った費用の１割で、年間１０万円が

上限となります。

　この際、利用者は、いったん購

入先にかかった費用を全額支払っ

ていただきます。その後、町に請

求していただくと、町からかかっ

た費用の９割が指定の口座に振り

込まれることになります。

◆該当する福祉用具

○腰掛便座

○特殊尿器

○入浴補助用具

○簡易浴槽

○移動用リフトのつり具部分

 福祉用具購入費の支給
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六角 凧 が大空を埋め尽くす 
だこ

 大  凧 合戦
おお だこ

　６月８日�～１０日�の３日間、今町大橋下流の

刈谷田川堤防上において、「中之島町・見附市今

町 大  凧 合戦」が開戦されました。
おお だこ

　今年は３日間とも風に恵まれ、勇ましいハッピ

に身を包んだ男衆の手によって、両岸から次々と

 大  凧 が上げられました。このため、大空を畳１０畳
おお だこ

もの 六  角  凧 が埋め尽くし、訪れた観客たちの目を
ろっ かく だこ

楽しませていました。

　さらに、空中戦が始まると、男衆たちは土煙を

立てながら全速力で堤防を走り、歯を食いしばり

ながら、綱を引き合っていました。

　また、１０日�の午前中には、中之島中央小学校

の子どもたちが自分たちで作った 凧 で、 凧 上げに
たこ たこ

挑戦。 凧 が見事に上がると、代わる代わる糸を引
たこ

いていました。

��広報なかのしま ２００２．７月号

まちの　　　　　　 をお寄せください。・�
企画課　　６１－２０１１�

合戦後の大掃除 中之島中学校清掃活動

　６月１２日�、「 大  凧 合戦」会場となった刈谷田
おお だこ

川の堤防上や付近の道路・公園などにおいて、中

之島中学校のみなさんが清掃活動を実施しました。

　自発的に清掃活動に集まったのだそうですが、

１００名以上の生徒たちが参加。ゴミ袋を携え、２

～３人のグループに分かれて合戦の後始末に励ん

でいました。

「のぞみがとんちんかん」が連覇 第５回男女混合バレーボール大会
　６月３０日�、町北体育館において「第５回男女

混合バレーボール大会」を開催しました。

　今年は、１０チームが参加して行われたこの大会。

「のぞみがとんちんかん」チームが昨年に引き続

き優勝しました。なお、結果は次のとおりです。

優勝：のぞみがとんちんかん　準優勝：クイーン

ズⅡ　第３位：鉄腕Ｋ　敢闘賞：ジャイアン

８月の収穫が楽しみだネ 農村地域生活アドバイザートマト植え
　６月１５日�、農村地域生活アドバイザーのみな

さんが主催して、大字中野西地内の畑にトマトの

苗を植えました。当日は、親子連れなど１８名が参

加。みなさんは、雨でぬかるんだ畑に足を取られ

ながらも、トマトの苗を一本一本丁寧に植えてい

ました。なお、植えたトマトは８月に収穫し、ケ

チャップやジュースに加工するそうです。

惜しくも上位入賞ならず 四市南蒲駅伝競走大会
　６月２３日�、町役場前をスタート地点として、

「第３８回四市南蒲駅伝競走大会」を開催。８市町

村から１０チームが参加しました。昨年は３位入賞

を果たした中之島町チーム。今年も期待されまし

たが、健闘およばず第６位と第１０位となりました。

優勝：見附市Ａ、　準優勝：加茂市、　第３位：栄

町
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■
「

－

わ
た
し
の
主
張

－

南
蒲
・
三

市
地
区
大
会
」
開
催
ぜ
ひ
ご
来
場
を

　

三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
中
学
生
に
よ
る
「

－

わ

た
し
の
主
張

－

南
蒲
・
三
市
地
区
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

�
８
月　

日
�　

午
後
１
時　

分
〜
３

２２

３０

時　

分　

�
三
条
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

３０
ー
（
三
条
市
）　

�
無
料　

内
容　

南

蒲
・
三
市
か
ら
選
出
さ
れ
た
中
学
生　
１０

名
に
よ
る
発
表
講
演　

�
三
条
健
康
福

祉
環
境
事
務
所
企
画
調
整
課
（
�
０
２

５
６

－　

－

２
３
７
１
）

３６

■
建
築
現
場
等
「
親
子
見
学
会
」
開
催

ぜ
ひ
ご
参
加
を

　

長
岡
土
木
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お

り
『
建
築
現
場
等
「
親
子
見
学
会
」』
を

開
催
し
ま
す
。

�
８
月　

日
�　

午
前
９
時　

分
〜
午

２２

３０

後
３
時　

分　

集
合
場
所　

長
岡
駅
東

３０

口
、
長
岡
総
合
庁
舎　

見
学
場
所　

長

岡
市‥

「
第
２
上
条
こ
線
橋
架
工
事
」

建
設
現
場
、「
稲
葉
川
サ
イ
フ
ォ
ン
工

事
」
建
設
現
場　

山
古
志
村‥

「
日
本

最
長
の
手
掘
り
ト
ン
ネ
ル
中
山
ず
い

道
」　

�
８
月
９
日
�
ま
で
に
問
い
合

わ
せ
先
へ
申
込　

�
長
岡
土
木
事
務
所

計
画
調
整
課
（
�　

－

２
６
１
４
）

３８ ￥�

問�

申�

問�

お
知
ら
せ

おお
知知
らら
せせ

 
情
報
コ
ー
ナ
ー

 �役場（代表）
０２５８

６６－２００２
●総務課

６１－２０１０
●企画課

６１－２０１１
●建設課

６１－２０１２
●出納室

６１－２０１３
●町民課

６１－２０１４
●産業課

６１－２０１５
●保健福祉課

６１－２０１６
●税務課

６１－２０１７
●議会事務局

６１－２０１８
●農業委員会事務局

６１－２０１９
●教育委員会事務局
　/庶務学校教育課

６１－２０２０

町民文化センター
●生涯学習推進課

６６－１３１０

（ ）
記号の説明

�とき　�ところ
�対象者　�費用
�申込方法
�問い合わせ先

￥�
申�
問�

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

自
主
事
業

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
今
年
度
の
自
主
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

�
及
び
内
容　

上
表
の
と
お
り

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
新
潟
県
ア
ジ
ア
文
化
祭
２
０
０

２
」
参
加
協
賛
事
業
と
し
て
、
次

の
と
お
り
『
チ
ェ
ン
・
ミ
ン
二
胡

（
に
こ
）
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ 
２
０
０
２

�
Ｍ
ｙ　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
�』
を
開

催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

�
９
月　

日
�　

午
後
６
時
開
場
、

２３

午
後
６
時　

分
開
演

３０

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

�
全
席
自
由　

２
、
０
０
０
円　

（
チ
ケ
ッ
ト
は
７
月　

日
�
、
午

１９

前　

時
よ
り
発
売
）

１０
■
出
演　

上
海
出
身
で
中
国
伝
統

楽
器
「
二
胡
（
に
こ
）」
の
奏
者

「
チ
ェ
ン
・
ミ
ン
」、
バ
ッ
ク
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
３
名

￥�

�����������������������������

入場料など催　し　物開演時間月　日

全席自由 ６，０００円
（当日５００円増）
チケットは発売中

「長山　洋子」
歌謡コンサート

昼の部：
午後２時

夜の部：
午後５時３０分

７月１４日�

全席自由
入場無料

（整理券不要）

アニメ映画上映会
忍たま乱太郎パート６、
とべないホタル、ミッキ
ーマウスのお化け退治、
ピノキオの冒険、一休
さん（左ページ参照）

午後２時８月１８日�

全席自由 ２，０００円
７月１９日�発売

チェン・ミン二胡（にこ）
LIVE２００２“My Story”
（下段参照）

午後６時３０分９月２３日�

全席自由 １，５００円
８月２３日�発売

「小杉　真二」
ピアノコンサート
～ピアノ名曲辞典～

午後７時１０月２６日�

全席指定 ２，５００円
１０月１０日�発売

プラハ少年少女合唱団
クリスマスコンサート

午後７時１２月１２日�

全席自由 無料アニメ映画上映会未　定１２月

※　上記の内容は予定ですので、変更する場合があります。

チ
ェ
ン
・
ミ
ン
二
胡
（
に
こ
）
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

2
0
0
2
�
Ｍ
ｙ 
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
�
開
催

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

チェン・ミンさん

��広報なかのしま ２００２．７月号

■
家
庭
教
育
・
子
育
て
電
話
相
談
「
す

こ
や
か
コ
ー
ル
」
の
時
間
が
延
長

　

県
で
は
、『
家
庭
教
育
・
子
育
て
電

話
相
談
「
す
こ
や
か
コ
ー
ル
」』
を
開

設
。
４
月
か
ら
相
談
時
間
が
延
長
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談　

�
月
〜
金
曜
日　

午
後
１

時
〜
９
時　

�
０
２
５

－

２
８
３

－

１

１
５
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談　

�
月
〜
金
曜

日　

午
後
９
時
〜
翌
日
午
後
１
時　

�

０
２
５

－

２
８
４

－

６
０
１
９

■
交
通
事
故
の
相
談
は
ま
ず
県
の
「
交

通
事
故
相
談
所
」
へ

　

県
で
は
、
次
の
と
お
り
「
交
通
事
故

相
談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
長
岡
・
上
越
は
午
後
４
時
ま
で

で
、
面
接
相
談
は
要
予
約
）　

新
潟
相

談
所　

�
県
庁
１
階　

�
０
２
５

－

２

８
５

－

５
５
１
１　

長
岡
相
談
所　

�

長
岡
総
合
庁
舎
１
階　

�　

－

２
６
６

３８

５　

上
越
相
談
所　

�
上
越
総
合
庁
舎

２
階　

�
０
２
５
５

－　

－

９
６
４
５

２６

■
「
個
別
労
働
紛
争
解
決
援
助
制
度
」

の
活
用
を

　

新
潟
労
働
局
で
は
、
個
別
労
働
関
係

紛
争
（
労
働
関
係
に
関
す
る
事
項
に
つ

い
て
の
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の

間
の
紛
争
）
に
つ
い
て
、
無
料
で
解
決

援
助
を
図
る
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

を
開
設
。
相
談
・
情
報
提
供
、
紛
争
調

整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
個
別
労
働
紛
争
の

未
然
防
止
・
迅
速
な
解
決
に
、
こ
の
制

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

�
新
潟
労
働
局
総
務
部
企
画
室
（
�
０

２
５

－

２
３
４

－

５
３
５
３
）

問�

　

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
と
お
り
「
ア
ニ
メ
映
画
上
映

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。

�
８
月　

日
�　

午
後
２
時
〜

１８

�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

ー
ル

�
無
料
（
整
理
券
不
要
）

■
上
映
映
画　

忍
た
ま
乱
太
郎
パ

ー
ト
６
、
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
、
ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
の
お
化
け
退
治
、

ピ
ノ
キ
オ
の
冒
険
、
一
休
さ
ん

　

町
及
び
町
教
育
委
員
会
で
は
、

次
の
と
お
り
「
第　

回
町
成
人

５３

式
」
を
挙
行
し
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

�
８
月　

日
�　

午
前
９
時　

分

１５

３０

〜�
町
民
文
化
セ
ン
タ
ー　

文
化
ホ

￥�

ー
ル

�
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５６

５７

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
現
在
町
内

に
住
所
を
有
す
る
方
及
び
中
之
島

町
出
身
者

■
記
念
講
演　

講
師‥

小
船
井
チ

イ
氏
（
株
式
会
社
船
栄
代
表
取
締

役
会
長
）　

演
題‥

い
つ
も
ニ
コ

ニ
コ
感
謝
の
心
で

　

サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま
で
は
、

次
の
と
お
り
「
第
７
回
サ
ン
パ
ル

コ
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

�
７
月　

日
�　

午
後
０
時　

分

２１

３０

〜
４
時

�
サ
ン
パ
ル
コ
な
か
の
し
ま

■
内
容　

お
ば
け
や
し
き
、
赤
ち

ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
ヨ
チ
ヨ
チ
レ
ー
ス
、

車
イ
ス
体
験
、
高
齢
者
疑
似
体
験
、

陶
芸
体
験
、
ア
ニ
メ
上
映
、
ほ
の

ぼ
の
あ
っ
た
か
ス
テ
ー
ジ
、
一
輪

車
達
人
レ
ー
ス
、
か
き
氷
・
わ
た

あ
め
・
こ
ん
に
ゃ
く
サ
ー
ビ
ス
、

も
ち
つ
き
大
会
な
ど

　

７
月
は
「
愛
の
献
血
助
け
合
い

運
動
月
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、
長

期
休
暇
な
ど
に
よ
り
、
協
力
者
が

少
な
く
な
る
夏
季
の
献
血
者
確
保

と
、
各
種
献
血
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、「
長
岡
き
た
ま
ち
献
血

ル
ー
ム
」
で
は
、
大
み
そ
か
や
元

日
を
除
き
、
毎
日
献
血
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

■
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

�
左
図
の
と
お
り

�
大
み
そ
か
、
元
日
を
除
く
毎
日

○
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜

３０

午
後
５
時

○
献
血
の
種
類　

全
血
献
血
、
成

分
献
血

�
長
岡
き
た
ま
ち
献
血
ル
ー
ム

（
�
０
１
２
０

－

０
５
６

－

３
３

９
）

問�

〔
ア
ニ
メ
映
画
上
映
会
〕

開
催 
ぜ
ひ
ご
来
場
を

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー

�　

－

1
3
1
0　
　

６６

〔
第　

回
町
成
人
式
〕
を

５３
挙
行
し
ま
す

■問
 

総
務
課　
　
　
　
　
 

�　
－

2
0
1
0

６１

■問
 

町
民
文
化
セ
ン
タ
ー 

�　

－

1
3
1
0

６６

〔
サ
ン
パ
ル
コ
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
夏
ま
つ
り
〕開
催

■問
 

町
福
祉
協
議
会

�　

－

0
6
8
8

６６

●ツタヤ�長岡西病院�
●�

ヨネックス�
●�

大島小学校�
●�

大島中学校�
●�

●コメリ�

●良食生活館�

長岡向陵高校�

●パーラーBee

●ホシノ�
　ドラッグストア�

至長岡インター� 国道８号�

●アメリカ屋�

●マクドナルド�
●ジャスコ�

●�
●宝島�

●喜多町診療所�

ケンタッキー●�

ブックオフ�
ハードオフ●�

●�
カラオケ�
カミパレス�

長生橋�

信濃川�

大手大橋�

ＪＲ長岡駅�

喜多町�

三ツ郷屋�

交通アクセス�
バス�
長岡駅⑥番ターミナル発�
三ツ郷屋停留所前下車（５分）�
クルマ�
長岡駅から約15分�
長岡インターから約５分�
�

長岡きたまち�
献血ルーム�

長岡きたまち献血ルーム 7
月
は
〔
愛
の
献
血
助
け
合
い

運
動
月
間
〕
ぜ
ひ
ご
協
力
を

■問
 

保
健
福
祉
課　

�　

－

2
0
1
6

６１

昨年の「成人式」より



広報なかのしま ２００２．７月号 ��

　

中
之
島
中
学
校
で
は
、
次
の
と

お
り
「
第
３
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方

々
な
ど
に
、
生
徒
た
ち
の
授
業
風

景
や
活
動
の
よ
う
す
を
ご
覧
い
た

だ
く
た
め
に
開
催
す
る
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

�
７
月　

日
�

１５

�
中
之
島
中
学
校

■
日
程

■
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
リ
バ
ー
・
ピ
ー
プ

ル
〜
川
と
た
た
か
う
人
々
〜
」
開
催

　

国
土
交
通
省
で
は
、
大
河
津
分
水
路

通
水　

周
年
及
び
関
屋
分
水
路
通
水　

８０

３０

周
年
を
記
念
し
て
、
次
の
と
お
り
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
「
リ
バ
ー
・
ピ
ー
プ
ル
〜
川

と
た
た
か
う
人
々
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

�
８
月　

日
�　

午
後
２
時
〜
４
時　

１１

１０

分　

�
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
「
り

ゅ
ー
と
ぴ
あ
」（
新
潟
市
）　

�
無
料

（
た
だ
し
整
理
券
が
必
要
）　

�
�
北

陸
建
設
弘
済
会
長
岡
支
所
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
係
（
�　

－

３
４
８
４
）

３２

■
「
精
神
保
健
相
談
会
」
開
催　

お
気

軽
に
ご
相
談
を

　

三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
専
門
医
に
よ
る
「
精
神
保

健
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
（
予
約

制
。）。

�
７
月　

日
�　

午
前　

時
〜
正
午
、

１７

１０

８
月　

日
�　

午
後
２
時
〜
４
時　

�

２３

三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所　

�
無
料

�
三
条
健
康
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
保

健
課（
�
０
２
５
６

－　

－

２
３
６
３
）

３６

■
「
知
事
へ
の
た
よ
り
」
の
ご
利
用
を

　

県
で
は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
県

政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
提
言
、
ご

要
望
な
ど
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た
め
、

市
町
村
役
場
の
窓
口
（
中
之
島
町
役
場

入
口
に
あ
り
）
や
県
総
合
（
合
同
）
庁

舎
窓
口
な
ど
に
、
県
知
事
あ
て
の
専
用

は
が
き
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�
県
広
報
広
聴
課
広
聴
係
（
�
０
２
５

－

２
８
５

－

５
５
１
１　

内
線
２
１
１

７
）

￥�問�￥�

問�問�  
情
報
コ
ー
ナ
ー

〔
第
3
回
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
〕

開
催　

ぜ
ひ
ご
参
加
を

■問
 

中
之
島
中
学
校

�　

－

7
9
8
8

６６

時　　間内　　容

午前８時２５分
～午後６時

オープンスクール

午後１時５５分
～２時５０分

全校意見発表会

完成予定
年 月 日工事者名工事費工 事 名場　所

１４．８．２３
㈱ あ さ ひ
測 量 設 計
事 務 所

２２６
中之島大沼線
用地測量
第１次委託

赤 沼 外

１４．８．２３
㈲ 中 之 島
測 量 設 計
事 務 所

４７３
中之島大沼線
用地測量
第２次委託

小沼新田
外

１４．１２．１
㈱旭工務店
測 量 設 計
事 務 所

２２８
大口居掛１９号線
外１線路線測量
簡易設計委託

大 口

１４．１２．１
㈱旭工務店
測 量 設 計
事 務 所

２５２
六所居浦１号線
路線用地測量
簡易設計委託

六 所

１４．１２．１㈱ 長 測２１５
西野川原４号線
路線用地測量
簡易設計委託

西 野

���������������������

万円

母子保健事業の日程（ 7月・8 月分）

対　　　象受 付 時 間内　　　容月　日

平成１４年
２月・
３月生まれ

午後１時３０分
～２時

４ カ 月 児 健 診７月１１日�

平成１１年
６月・
７月生まれ

午後１時
～１時１５分

３ 歳 児 健 診７月３０日�

午前９時３０分
～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

８月２日� 保育所入所前の
乳幼児と
その保護者

育 児 サ ー ク ル

平成１３年
１月・
２月生まれ

午後１時
～１時１５分

１歳６カ月児健診８月６日�

午前９時３０分
～１１時３０分

母 子 手 帳 発 行

８月１６日� 保育所入所前の
乳幼児と
その保護者

育 児 サ ー ク ル

平成１３年
１１月・
１２月生まれ

午前９時
～９時３０分

育 児 相 談 会８月２０日�

�町農村環境改善センター　�保健福祉課（�６１－２０１６）
※　母子手帳の発行は、このほかに保健福祉課の窓口で随時、受け
付けています。

問�

��広報なかのしま ２００２．７月号

■
新
潟
県
中
越
福
祉
事
務
組
合
職
員
募

集
（
平
成　

年
４
月
採
用
予
定
）

１５

　

新
潟
県
中
越
福
祉
事
務
組
合
で
は
、

平
成　

年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次

１５

の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
地　

ま
ご
こ
ろ
学
園
・
寮
（
見
附

市
）　

募
集
職
種
及
び
人
員　

指
導
員

２
名
程
度　

�
昭
和　

年
４
月
２
日
以

４８

降
生
ま
れ
で
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格

ま
た
は
同
等
以
上
の
資
格
を
有
す
る
方

（
平
成　

年
３
月
資
格
取
得
見
込
者
を

１５

含
む
）　

第
１
次
試
験　

�
８
月　

日
２５

�　

午
前
８
時　

分
集
合　

�
ま
ご
こ

１５

ろ
学
園
・
寮　

試
験
内
容

：

教
養
試
験
、

適
性
検
査
、
作
文
試
験　

第
２
次
試
験

�
９
月
下
旬
の
予
定　

試
験
内
容

：

面

接
試
験　

�
７
月　

日
�
ま
で
に
受
験

３１

申
込
書
（
町
保
健
福
祉
課
に
あ
り
）
な

ど
必
要
書
類
を
問
い
合
わ
せ
先
へ
郵
送

ま
た
は
持
参　

�
新
潟
県
中
越
福
祉
事

務
組
合
庶
務
課
（
�　

－

１
８
１
１
）

６２

申�

問�

国
保
で
の

医
療
費
の
給
付

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
保
険

証
を
医
療
機
関
な
ど
に
提
示
す

る
と
、
か
か
っ
た
医
療
費
の
３

割
の
自
己
負
担
（
退
職
被
保
険

者
は
２
割
）
で
安
心
し
て
治
療

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

現
金
給
付
が
受
け
ら
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合

は
、
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い
も
の

○
正
常
な
妊
娠
、
出
産

○
経
済
上
の
理
由
に
よ
る
妊
娠

中
絶

○
健
康
診
断
、
人
間
ド
ッ
ク
、

予
防
接
種

○
歯
列
矯
正

○
美
容
整
形

○
日
常
生
活
に
支
障
の

な
い
ワ
キ
ガ
・
シ
ミ

の
治
療
な
ど

■
海
外
で
の
病
気
や
ケ

ガ
■
業
務
上
の
病
気
や
ケ

ガ
■
故
意
の
犯
罪
行
為
や
事
故

■
以
前
の
職
場
の
保
険
が
使
え

る
と
き

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
は
便
利
な

口
座
振
替
の

ご
利
用
を

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、

今
年
４
月
か
ら
国
（
社

会
保
険
庁
）
が
発
送
す

る
納
付
書
で
納
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

納
付
先
金
融
機
関
の

拡
大
に
伴
い
、
納
付
は

便
利
に
な
り
ま
し
た
が
、

毎
月
納
め
る
の
は
手
間
が
か
か

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
う
っ
か
り
」
と
い

う
納
め
忘
れ
が
年
金
の
減
額
を

招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
通

帳
・
口
座
届
出
印
を
お
持
ち
の

上
、
金
融
機
関
ま
た
は
、
三
条

社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

国保・年金
コーナー
相談窓口／町民課 �61－2014

　　　長岡まつり
　　　●月日／８月１日�～３日�
　　　●会場／大手通１・２丁目、信濃川河畔
　　　●内容／１日：前夜祭（民踊流し、御輿（みこし）、

悠久太鼓ほか）。２・３日：武者行列、
御輿（みこし）、パレード、大花火大会など）

　　　●連絡先／市観光課　�３９－２２２１
………………………………………………………
　　　ちぢみの里ふれあいまつり
　　　●日時／７月２０日�　午前１０時～午後３時
　　　●会場／小千谷市地域間交流センター『ちぢみの里』
　　　●内容／ビンゴ大会、そば打ち体験、物産販

売など
　　　●連絡先／ちぢみの里　�８１－１７１７
………………………………………………………
　　　第３４回 見附まつり
　　　●月日／７月２４日�～２６日�
　　　●会場／見附市街地
　　　●内容／見附民踊・見附音頭の大民踊流し、

山車とともに勇壮に練り歩く樽（た
る）ばやし。２６日は大花火大会

　　　●連絡先／見附商工会　�６２－１３６５
………………………………………………………
　　　うま市
　　　●月日／７月２３日�～２４日�
　　　●会場／谷内通り
　　　●内容／かつて越後の３大馬市の一つとして

にぎわった栃尾の馬市。現在は１００
店を超える露店が軒を連ねる

　　　●連絡先／市商工観光課　�５２－２１５１
………………………………………………………
　　　第２１回わしままつり
　　　●月日／７月２７日�～２８日�
　　　●会場／和島村民野球場ほか
　　　●内容／２７日：各種イベント、みんなで踊ろ

う夏まつりなど。２８日：若者ライブ
イベント、花火大会など

　　　●連絡先／村企画観光課　�７４－３１１１
………………………………………………………
　　　天領まつり「巡見使行列」参加者募集中
　　　●月日／１０月１３日�
　　　●事業内容／時代衣装をまとい、北国街道を

練り歩く（約１．５㎞）。参加記念とし
て集合写真・個人写真などを贈呈

　　　●募集内容／巡見使１名、出雲崎代官１名、
腰元１０名、長柄奴１０名、姫１名、侍
ほか５０名。年齢・性別の制限なし。
ただし役柄により練習あり

　　　●申込締切／７月３１日�　必着
　　　●申込及び連絡先／町企画振興課
　　　　　　　　　　　　�７８－３１１１
………………………………………………………
　　　牛の角突き
　　　●日時／７月２１日�　正午～
　　　●会場／虫亀闘牛場
　　　●料金／一般席１，０００円、特別席２，０００円
　　　●内容／１ｔを超える牛の巨体のぶつかり合

いは迫力十分。国の重要無形民俗文
化財に指定

　　　●連絡先／村産業課　�５９－２３３０
………………………………………………………
　　　えちごかわぐち物語・夏『川口まつり』
　　　●月日／７月２７日�～２８日�
　　　●会場／川口町役場周辺
　　　●内容／勇壮な鎧（よろい）武者が出陣する武者

行列、万灯行列、花火大会など
　　　●連絡先／町企画商工課　�８９－３１１２
………………………………………………………
　　　藤野英世展覧会
　　　●月日／８月２日�～９月４日�
　　　●会場／小国芸術村会館
　　　●内容／和紙に描いた風景・草花の作品約３０

点を展示
　　　●連絡先／町教育委員会　�９５－５９１１

越後のまん中、夢発信基地

���������	
��

長
岡
市

小
千
谷
市

見
附
市

栃
尾
市

和
島
村

出
雲
崎
町

山
古
志
村

川
口
町

小
国
町



広報なかのしま ２００２．７月号 ��

女
性
の
心
強
い
味
方
に
！

〔
女
性
被
害
相
談
窓
口
〕

設
置

　

最
近
、
暴
行
や
強
制
わ
い
せ
つ
、

性
的
い
や
が
ら
せ
、
痴
漢
、
つ
き

ま
と
い
（
ス
ト
ー
カ
ー
）
な
ど
の

女
性
に
対
す
る
犯
罪
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

県
警
察
で
は
こ
れ
に
対
応
す
る

た
め
、「
女
性
被
害
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
窓
口
で
は
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
の
ご
希
望
に
応
じ
、
女
性

警
察
官
が
応
対
に
あ
た
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
の
で
、
性
被
害
犯
罪

は
一
人
で
悩
ま
ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
電
話
で
の
ご
相
談
も
お

受
け
し
て
い
ま
す
。

●
女
性
被
害
相
談
所（
面
接
相
談
）

・
見
附
警
察
署
内
「
女
性
被
害
相

談
所
」

・
県
警
察
本
部
内「
総
合
相
談
室
」

●
女
性
被
害
１
１
０
番

◇
電
話
番
号
／
０
２
５

－

２
８
１

－

７
８
９
０

◇
受
付
時
間
／
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
（
祝
日
を
除
く

１５

月
〜
金
曜
日
）

◇
そ
の
他
／
相
談
に
は
、
専
門
の

女
性
警
察
官
な
ど
が
応
対

〔
行
方
不
明
の
人
を
捜
す

相
談
所
〕
開
設

　

県
警
察
本
部
で
は
、「
行
方
不

明
の
人
を
捜
す
巡
回
相
談
所
・
特

別
相
談
所
（
無
料
）」
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
相
談
所
で
は
、
ご
家
族
や

お
知
り
合
い
の
方
が
、

○
病
気
を
苦
に
し
て
家
出
さ
れ
た

○
外
出
さ
れ
て
、
そ
の
ま
ま
行
方

が
分
か
ら
な
い

○
出
稼
ぎ
先
か
ら
の
便
り
が
途
絶

え
た

な
ど
の
理
由
で
、
消
息
が
分
か
ら

ず
お
困
り
の
際
に
、
所
在
確
認
の

調
査
を
行
う
な
ど
の
お
手
伝
い
を

す
る
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

新
潟
県
だ
け
で
な
く
全
国
各
地

で
亡
く
な
ら
れ
、
身
元
の
分
か
ら

な
い
方
の
写
真
や
持
ち
物
な
ど
の

資
料
を
多
数
用
意
し
て
身
元
確
認

が
で
き
る
よ
う
、
準
備
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

●
巡
回
相
談
所

●
特
別
相
談
所

県
警
察
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

見
附
警
察
署
（
�　

－

0
1
1
0
）●

６３

�
県
警
察
の
マ
ス
コ
ッ
ト

　
〔
ひ
か
る
〕
く
ん

問い合わせ
電話番号開設場所開設時間開設月日

（０２５５）
４３－０１１０上越北警察署

午前９時
３０分～

午後５時

８月２日�

（０２５６）
３３－０１１０三条警察署８月５日�

（０２５４）
２３－０１１０新発田警察署８月７日�

（０２５８）
３８－０１１０長岡警察署８月９日�

問い合わせ
電話番号開設場所開設時間開設月日

（０２５）
２８５－０１１０
内線

４６４１～２

新 潟 県
警察本部
鑑 識 課

新潟市
新光町
４－１

（県庁隣り）

午前９時

～

午後５時

８月１日�～

３０日�
（土・日曜日を除く）

◆
企
画
課

　

立
町
（
村
）
１
０
０
周
年
記
念

誌
〔
中
之
島
１
０
０
年
の
歩
み
〕

を
販
売
し
て
い
ま
す
。
価
格
は
窓

口
販
売
１
、
０
０
０
円
（
消
費
税

含
む
）。
郵
送
販
売
１
、
３
０
０

円
（
消
費
税
及
び
送
料
含
む
）
で

す
（
詳
し
い
内
容
を
平
成　

年　
１３

１２

月
号　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）。

１１

◆
保
健
福
祉
課

○　
「
生
ゴ
ミ
処
理
器
」
の
購
入

費
に
対
し
て
、
助
成
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
助
成
限
度
額
は
、

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上

限
が
コ
ン
ポ
ス
ト
及
び
ボ
カ
シ

容
器
が
３
、
０
０
０
円
。
電
動

処
理
器
が
３
万
円
で
す
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
購
入
前
に
保
健

福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い

（
詳
し
い
内
容
を
平
成　

年
９

１３

月
号　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
。）。

１４

○　
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
」
の
利
用

助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
該

当
さ
れ
る
方
は
、
お
早
目
に
手

続
き
を
お
取
り
く
だ
さ
い
（
詳

し
い
内
容
を
４
月
号
９
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。）。

○　
「
基
本
健
康
診
査
」「
肺
が
ん

検
診
」
及
び
「
結
核
検
診
」
を

左
表
の
日
程
で
実
施
し
ま
す

（
詳
し
い
内
容
を
６
月
号　

ペ
１３

ー
ジ
に
掲
載
。）。

町
の
う
ご
き

基本健康診査などの日程及び会場

会　　　場日　　　時

町農村環境
改善センター

午後１時３０分
～３時

１６日�

７　
　
　
　
　

月

午前９時３０分
～１１時

午後１時３０分
～３時

１７日�

１８日�

１９日�

２２日�

サンパルコ
なかのしま

２３日�

町北体育館２４日�

信条小学校２５日�

上通小学校

２６日�

午前９時３０分
～１１時

２９日�

��広報なかのしま ２００２．７月号

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名

の
方
に
、
図
書
券（
５
０
０
円
分
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

《
先
月
号
の
正
解
》

　
　

億
６
、
９
９
２
万
円

５１
《
先
月
号
の
当
選
者
（
敬
称
略
）》

荒
川　

裕
貴
（
灰
島
新
田
）、
石

田
百
合
子
（
中
条
第
一
）、
伊
勢

谷
春
弥
（
幸
南
）、
國
嶋　

麻
美

（
西
高
山
新
田
）、
深
谷
ゆ
か
り

（
真
野
代
新
田
）

《
今
月
号
の
問
題
》

　

８
月
５
日
�
か
ら
第
１
次
サ
ー

ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、「
○

○
○
○
○
○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
」
で
す
。
○
の
中
に
当
て
は

ま
る
言
葉
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

《
応
募
方
法
》

　

ハ
ガ
キ
に
左
記
の
記
入
例
の
と

お
り
記
載
し
、
７
月　

日
�
（
必

２６

着
）
ま
で
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

広
報
ク
イ
ズ

？�
■記入例

中
之
島
町
大
字
中
之
島　
　
 
７８８

中
之
島
町
役
場
企
画
課　
 

広
報
ク
イ
ズ
係 
行　

□９ □５ □４ －□０ □１ □９ □２ クイズの答え
○○○○○○

ネットワークシステム
 住所

 氏名・年齢

 電話番号

町のことや広報につ

いてご意見・ご感想

をお聞かせください。

平成１４年度自衛官など募集のお知らせ

１次試験日受付期間資　　格教育・待遇など募集種目

１１月９日�

～１０日�

９月１２日�

～１０月１１日�

推薦は

９月５日�

～９日�

高卒（見込含む）で

２１歳未満の方（推薦

は高等学校長の推薦

など、別途資格が必

要）

幹部養成コース

理工学・人文・社会学

科など

修業年限４年

卒業時「学士」

防 衛 大 学 校

（推薦制度あり）

１１月２日�

～３日�

９月１２日�～

１０月１１日�

高卒（見込含む）で

２１歳未満の方

医科幹部養成コース

一般教育・医学系教育

など

修業年限６年

卒業時「学士」

防衛医科大学校

１０月２２日�
９月１２日�～

１０月１１日�

高卒（見込含む）で

２４歳未満の方

看護師養成コース

修業年限３年
看 護 学 生

９月２１日�
８月５日�～

９月６日�

高卒（見込含む）で

２１歳未満の方

パイロット養成コース

６年後幹部自衛官とし

て勤務

航 空 学 生

９月１４日�
８月５日�～

９月６日�

１８歳以上２４歳未満の

方

（曹候補士は２７歳未

満）

自衛隊の基幹要員を養

成するコース

幹部自衛官への道もあ

り

一般曹候学生

曹 候 補 士

受付後に

お知らせ

年間を通じて

受付

１８歳以上２７歳未満の

方自衛官となる一般的な

コース

曹・幹部への道もあり

男子２ 等 陸

・ 海 ・

空 士 ９月２４日�
８月５日�～

９月６日�

１８歳以上２７歳未満の

方
女子

自衛隊新潟地方連絡部長岡出張所

〒９４０－００４１ 長岡市学校町２－９－２６　�３３－０２５６
問い合わせ先


